
1．まえがき

ソフトウェア開発では，開発途中に追加や変更される要求
も含め，適切に要求管理を行って，抜け漏れなく設計書や
テスト仕様書などの下流成果物に要求を反映させることが，
製品の品質を確保する上で非常に重要である。要求管理で
は，要求そのものの管理に加え，要求と下流成果物とのト
レーサビリティーの確保を行う。トレーサビリティーの確保と
は，要求と下流成果物を対応付けることで，要求に関連す
る設計項目やテスト項目などを追跡できるようにすることであ
る。トレーサビリティーによって，全ての要求に対する設計
漏れやテスト漏れがないことを確認でき，開発作業の手戻り
や市場不具合などを防ぐ効果が得られる。一方で，ソフト
ウェア開発は，ますます大規模化かつ複雑化しており，要
求項目が数百件，テスト項目が数千件になることも珍しくな
い。したがって，これら全ての要求や下流成果物を漏れな
く管理する作業は，非常に煩雑で手間の掛かるものである。
東芝は，要求と下流成果物をツールに取り込んで関連付

けを管理することで，トレーサビリティーの確保を効率化す
る要求管理ツールを開発した。東芝グループでは，事業領

域や製品カテゴリーごとに開発プロセスや成果物フォーマッ
トを定めているため，利用者によってツールへの取り込み方
法を柔軟にカスタマイズできるようにした。
ここでは，当社が開発した要求管理ツールの概要と，利
用環境や活用事例について述べる。

2．要求管理の課題

要求管理においてトレーサビリティーを確保する手段として
は，表計算ソフトウェアを用いて要求と下流成果物のトレー
サビリティーマトリックスを作成する方法が一般的に用いられ
ている。このときの課題として，以下の2点が挙げられる。
⑴　トレーサビリティー確保の負荷と形骸化　　トレーサ
ビリティーマトリックスの作成では，要求項目や，設計
項目，テスト項目などを項目ごとに分解し，それぞれの
関連を表に記載する（図1）。各項目の章番号やタイト
ルを転記する必要があり，作成には多くの工数が掛か
るのに加え，誤りも混入しやすい。また，要求や設計
の変更に伴い，トレーサビリティーマトリックスの保守も
継続して行う必要がある。
一般に，限られた開発期間の中では，設計書作成
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ソフトウェア開発では，製品の品質を保証するための手段としてトレーサビリティーが用いられる。トレーサビリティーを
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や，ソースコード実装，テスト実施などの開発作業が
優先され，トレーサビリティーマトリックスの保守作業は
後回しになりがちである。保守がおそろかになると，実
際の開発成果物との間にずれが生じて正しくない対応
付けになってしまい，設計漏れやテスト漏れがないこと
を確認する手段として使えなくなる。
⑵　トレーサビリティーの活用が不十分　　要求管理に
おいて，トレーサビリティーは抜け漏れの確認だけでな
く，要求変更時の影響範囲の特定に用いることができ
る。開発途中で要求変更が発生した場合，トレーサビ
リティーが確保されていると，変更に対する影響範囲
をすぐに特定することができ，効率的に開発を行えると
ともに，変更に対する修正漏れを防ぐことができる。し
かし，一般に開発作業の効率化に活用した事例は少な
く，開発の節目にある品質レビューで，対応漏れがな
いことを確認する根拠としてトレーサビリティーが用いら
れることが多い。
課題⑴で述べたように，開発途中で保守ができず，
節目のタイミングだけでトレーサビリティーマトリックス
を修正するプロセスになっていることも，原因の一つで
ある。影響範囲の特定に活用するには，トレーサビリ
ティーマトリックスを常に最新の状態に保つ必要があ
り，開発を進めながらでもトレーサビリティー情報の保
守を行いやすい環境が求められている。

3．要求管理ツールの開発

2章で述べたように，トレーサビリティーの確保において，
作業負荷を削減することや，常に最新の状態に保つことが
課題になっている。作業負荷が高い原因の一つに，文書と
トレーサビリティーマトリックスで項目を二重管理している点
がある。項目を一元管理にすることで，1か所を修正すると
他方も自動修正することができ，負荷を軽減できる。また，
常に最新の状態に保つには，トレーサビリティー情報の保守
を開発プロセスに組み込むとともに，開発作業過程での追
加・変更が行いやすい仕組みが必要である。
3.1　要求管理ツールの主な機能
開発したツールでは，要求仕様書や設計書に記載され

た項目を取り込み，項目や項目間の対応付けを一元管理す
る。ツール又は文書のどちらか一方を主とした一元管理を
行うことができ，文書を主とする場合は，ツール上での編集
は行わずに可視化だけを行う。このツールの主な三つの機能
（図2）を以下に述べる。
⑴　文書インポート機能　　東芝グループでは，要求仕
様書や設計書をWordなどの文書作成ソフトウェアや
Excelなどの表計算ソフトウェアで作成することが多く，
トレーサビリティーを確保するには，これらの文書に記
載された要求項目や設計項目を1件ずつに分解する必
要がある。この作業を効率化するため，自動的に，文
書をツールにインポートする機能を開発した。様 な々文
書のフォーマットや項目の分割粒度に対応するため，利
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図1．トレーサビリティーマトリックス
要求仕様書や設計書に記載された項目を1件ずつに分解し，関連をマト
リックスに記載する。設計書の変更に合わせてトレーサビリティーマトリック
スの修正も必要であり，手間が掛かるとともに，誤りも混入しやすい。
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図2．要求管理ツールの主な機能
要求仕様書や設計書に記載された項目をツールにインポートし，項目や項
目間の対応付けを一元管理してトレーサビリティー情報を可視化する。
Main functions of requirement management tool

要求仕様書 設計書など

構成管理ツール

文書インポート機能
様々な文書フォーマットや分割粒度に対応
再インポートにより差分管理が可能

チェック機能

抜け漏れや，変更の
影響範囲をチェックし，
アラートを表示する

トレーサビリティー
機能

ツール上でひも付け，
又は文書にひも付けを
記載してインポート



用者が分割方法を柔軟に設定する機能を設けている。
要求変更などに伴い文書を修正した場合は，再イン

ポートすることで差分だけを更新し，変更履歴を自動で
作成する。変更した文書を構成管理ツールに登録する
と，自動的に要求管理ツールに再インポートする仕組み
も設けている。これにより，文書変更時に手間を掛け
ずに，ツール上の情報を常に最新の状態に保つことが
できる。
⑵　トレーサビリティー機能　　文書インポート機能で取
り込んだ要求や設計の対応付けは，以下の三つの方法
で行うことができる。
⒜　ツール画面上でのドラッグアンドドロップ
⒝　文書内に対応付け情報を記載してインポート
⒞　ツールが自動生成したトレーサビリティーマトリック
スに対応付け情報を入力してインポート

東芝グループでは，事業領域や製品カテゴリーによってト
レーサビリティーを確保する方法やタイミングが異なるため，
複数の対応付け方法を持つことでこれらの違いに対応できる
ようにした。
使用例を，図3に示す。派生開発では，要求分析時に影
響範囲と変更内容をある程度特定し，各要求項目に関連す
る設計項目を要求仕様書に定義する。設計開始時に，方法
⒝で要求仕様書から要求項目と設計項目の関連付け情報を
取り込み，トレーサビリティーを確保する。その後，設計作
業に伴いトレーサビリティー情報に変更が生じた場合は，方
法⒜でドラッグアンドドロップにより関連付け情報の追加・

変更を行う。
⑶　チェック機能　　要求対応漏れを早期発見するた
め，設計やテスト仕様と関連付いていない要求をチェッ
クし，アラートを表示する。アラートが付いている要求
だけをフィルタリングして表示することもできる。また，
要求変更により修正した要求仕様書を再度インポート
すると，変更した要求に関連付いている項目を自動的に
チェックしてアラートを表示し，影響範囲が一目で分か
るようになっている。
3.2　要求管理ツールの利用環境
要求管理ツールは，オープンソースのチケット管理シス

テムRedmine⑴の拡張機能（プラグイン）として開発した。
Redmineは，タスクや不具合などをチケットと呼ばれる単位
で管理するシステムであり，東芝グループでは多くのソフト
ウェア開発部門がタスク管理や不具合管理に使用している。
開発作業と要求管理作業を同じRedmine上で行うことで，
開発プロセスの一部としてトレーサビリティー情報の保守を
行う運用を実現できる。
また，当社は，ソフトウェア開発で使用する管理ツールを
クラウドサービスとして東芝グループ向けに提供しており，
大半のソフトウェア開発部門が使用している⑵。
今回開発した要求管理ツールを，このクラウドサービスの
Redmineに組み込むことで，利用者がすぐに使える環境を
実現した（図4）。
3.3　要求管理ツールの利用シナリオ
要求管理ツール利用時の効果を，以下の二つの主な利用

シナリオに沿って述べる。
（シナリオ1）　トレーサビリティーを活用して設計作業を
効率化　　ツールに取り込んだ設計チケットは，そのま
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図3．トレーサビリティー機能の使用例
派生開発での例である。設計開始時に，要求と設計項目の関連付け情報
を取り込んで，トレーサビリティーを確保し，変更が生じた場合には，関連
付け情報の追加・変更を行う。
Example of usage of traceability building function
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図4．要求管理ツールの利用環境
オープンソースのRedmineのプラグインとして開発し，東芝グループ向け
のクラウドサービスとして提供している。
Usage environment of requirement management tool
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クラウドサービス

要求定義 設計 実装 テスト

要求管理
ツール

文書管理
ツール

タスク管理
ツール

構成管理
ツール

ソースコード
解析ツール

テスト管理ツール

不具合管理ツール

ビルド管理ツール
タスク管理ツールや
不具合管理ツールと
同じRedmine上で
要求管理を行う

既存のクラウドサービスで
要求管理ツールを提供



ま設計担当のタスクとして利用できる。設計担当は，自
分が担当する設計チケットに対応している要求チケット
を参照しながら設計を行う。対応する全ての要求をす
ぐに参照できるため，効率的に作業できるとともに，万
が一要求間に矛盾があった場合にも気付きやすくなり，
品質向上の効果が得られる（図5）。
対応する全ての要求を設計書に反映したことを確認

した上で，設計チケットの進捗ステータスを“対応済み”
に変更することで，設計作業の進捗管理を行えるととも
に，設計漏れを防止できる。レビュー担当を設ければ，
二重の確認を行うことも可能になる。設計担当は，対
応する全ての要求を反映しないと対応済みにできないた
め，対応付けが正しくない場合はすぐに修正を行い，ト
レーサビリティー情報を常に最新の状態に維持できる。

（シナリオ2）　要求変更時に影響範囲を修正　　要求
変更時は，修正した要求仕様書を再インポートするこ
とで，要求チケットの内容が自動的に更新され，変更
履歴が作成される。このとき，要求チケット及び関連す
る全てのチケットに影響範囲を示すアラートが表示され
る。設計担当は，アラートを参考にして影響範囲を特
定し，設計内容を変更する。反映が完了したらアラート
を解除することで，変更要求に対する対応状況をすぐ
に確認できる。

4．導入事例と効果

既存システムの改造プロジェクトに，開発したツールを導
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入した事例を述べる。このプロジェクトでは，顧客要求，要
求仕様，及び画面設計の3者間でトレーサビリティーを確
保し，“全ての顧客要求が要求仕様に反映されていること”
及び“全ての要求仕様が画面設計に反映されていること”を
確認した。
ツールを用いることで，約1,800件のチケットにおけるト
レーサビリティー情報を常に最新に保ち，要求対応漏れが
ないことを確認しながら設計作業を実施することができた。
また，設計途中で確定した要求仕様が約340件あったが，
トレーサビリティーを活用して影響範囲を特定することで，
効率的に漏れなく設計に反映した。
導入により得られた効果や問題点は，今後のツールの展
開や改善に生かしていく。

5．あとがき

要求管理において，要求と下流成果物のトレーサビリ
ティーを確保することは，製品の品質を確保する上で重要
である。当社は，トレーサビリティーの確保作業を効率化す
る要求管理ツールを開発し，東芝グループ向けにクラウド
サービスとして提供した。導入事例では，要求対応漏れが
ないことや，影響範囲の特定にトレーサビリティーを活用す
ることで開発作業の効率化が可能であることを確認した。
今後は，導入事例で得られた効果をツールの改善に生か

すとともに，東芝グループでの適用拡大を推進していく。
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図5．設計作業におけるトレーサビリティーの活用
設計担当は，設計チケットに対応している全ての要求をすぐに参照できるた
め，効率的な開発や，設計漏れの防止ができるとともに，トレーサビリ
ティー情報を常に最新の状態に維持できる。
Utilization of traceability in software design work

担当する設計
チケットを参照

全ての要求に対応
完了したら，チケット
の進捗を変更

全ての要求に対応
していることを確認後，
チケットの進捗を変更

対応する全ての要求を画面
クリックですぐ参照できる

xxxのとき
ワーニングを表示

xxxのときエラー
メッセージを表示

要求の矛盾に気付きやすい

設計チケット

要求チケット
要求チケット

要求チケット

設計
担当 レビュー

担当
対応済み レビュー完進行中対応済み進行中


